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自己紹介
名前：島田桂吾（しまだけいご）

所属：静岡大学教育学部准教授/未来社会デザイン機構センター員
専門：教育行政学
学校再編等で関わった地方自治体
【幼児教育・保育】
2022年～ 浜松市立幼稚園・保育園適正化等検討会（委員）
2023年～ 西伊豆町こども園ワークショップ（ファシリテーター）

⇒西伊豆町立文教施設等整備委員会（会長）
【小学校・中学校】
2018年～ 牧之原市教育の在り方検討会（会長）
⇒2019年 牧之原市学校再編計画策定委員会（会長）
⇒2022年 学校用地候補地選定委員（委員）

新しい学校づくり検討会（会長）
2019年 掛川市新たな学園づくり研究会（委員）
2021年 湖西市立学校教育施設適正化検討委員会（委員長）
2022年～ 静岡市立小中学校の適正規模・適正配置方針改定検討委員会

（会長）
2023年～ 島田市旧市内小中一貫教育推進検討委員会（委員長）
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「手引き改訂」に向けた視点

１．学校の「適正規模・適正配置」が遡上にあがる背景
〇「公共施設等総合管理計画」（公共施設マネジメント）の存在
公共施設全体の在り方と学校の適正規模・適正配置は不可
教育委員会と首長部局の「（中長期的）ビジョンの共有」
⇒ロードマップ作成の根拠の１つ

〇自然災害等に対する安全面の視点
「ハザードマップ」の「厳格化」
⇒津波浸水想定区域内にある通わせる保護者の不安
土砂災害や竜巻などの災害＋温暖化への対応
⇒避難所機能としての学校の在り方（空調等も含めて）
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２．「適正規模・適正配置」を検討する上で行政に求められる視点
〇「教育大綱」や「教育振興基本計画」との整合性
「適正規模・適正配置方針」の「上位目標」の設定
⇒「目指す子ども像」実現手段としての適正規模・適正配置
⇒「良い点」を伸ばしつつ「課題」を改善する視点をもつ

〇地域の特性に応じた「望ましい教育環境」の議論
学校を存続or統廃合するにも「ストーリー」が不可欠
学校運営協議会/地域学校協働活動の「立ち位置」
⇒地域住民や保護者も参画した「合意形成」の在り方

〇多様な「専門知」を活用した学校づくり
教育内容（ソフト）と学校建築（ハード）の一体的検討
学校は様々な科学的知見が集約された「教材」
⇒教育学/行政学/都市工学/建築学/環境学など

「手引き改訂」に向けた視点
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３．自治体間連携の視点
〇都道府県・市町村の連携
都道府県・市町村双方の「利点」が必要
例：複合化による公立学校施設整備費負担金の活用

〇小規模自治体間の連携
人口減少により学校設置義務が果たせなくなる懸念
自治体間連携の制度（一部事務組合、広域連合等）の活用
⇒都道府県等による「第三者」の仲介が必要

「手引き改訂」に向けた視点
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事例紹介①（静岡市）
〇「静岡市小・中学校の適正規模・適正配置方針【改訂版】（R5）

出典：「≪概要版≫静岡市小・中学校の適正規模・適正配置方針【改訂版】」（令和５年3月策定）
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地域主導 市・教育委員会連携

事例紹介①（静岡市）

出典：静岡市教育委員会提供資料
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事例紹介②（牧之原市）
〇牧之原市学校再編計画（R4）

出典：牧之原市・牧之原市教育委員会「未来のこどもたちのための新しい学校づくり計画」（令和４年3月）
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事例紹介②（牧之原市）

出典：牧之原市・牧之原市教育委員会「未来のこどもたちのための新しい学校づくり計画」（令和４年3月）
※写真は文部科学省『教育委員会月報』（令和２年7月号）より抜粋
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事例紹介②（牧之原市）

出典：牧之原市・牧之原市教育委員会「未来のこどもたちのための新しい学校づくり計画」（令和４年3月）を元に一部加筆

施設改修による
義務教育学校
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事例紹介②（牧之原市）
〇牧之原小中学校学校運営協議会の活用（R７）

出典：牧之原市菊川市学校組合「牧之原市菊川市学校組合 小中一貫教育推進計画」（令和７年９月策定）
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事例紹介③（西伊豆町）

出典：「静岡新聞」（令和５年１月28日朝刊）

出典：西伊豆町HP(https://www.town.nishiizu.shizuoka.jp/pdf/kyoiku/SC4-
workshop2.pdf)

出典：https://jp.gdfreak.com/public/detail/jp010050000001022306/18
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〇西伊豆町仁科地区ハザードマップ

事例紹介③（西伊豆町）
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〇ワークショップの開催 ○組合立中学校の検討

事例紹介③（西伊豆町）

出典：「静岡新聞」（令和７年５月２１日朝刊）

出典：「静岡新聞」（令和５年６月２３日朝刊）

出典：「静岡新聞」（令和７年３月２８日朝刊）
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〇静岡県教育委員会教育施設課による「横断的勉強会」

事例紹介④（静岡県）

出典：静岡県教育委員会教育施設課提供資料
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〇静岡県教育委員会教育施設課市町支援班

出典：静岡県教育委員会教育施設課「事務事業及び予算の執行実績（令和6年度分）」1頁

事例紹介④（静岡県）
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〇「公教育の在り方」としての「適正規模・適正配置」を検討
する必要がある

⇒教育ビジョンに基づいた「ストーリー」が不可欠

〇社会教育、私教育、福祉、まちづくりなど多様な側面から
の検討が必要

⇒多様な「ステークホルダー」による合意形成

〇 「制度」に従うのではなく「制度」を「活用」する視点

⇒ 「手引き」は「参考資料」としていかに使いこなせるか

おわりに



ご清聴ありがとうございました！
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